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小学校入門期におけるかな文字教育観についての一考察
― 戦後のかな文字教育論の整理・検討から ―
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A Study on Kana Characters Educational Philosophy in the Early Stages of Elementary School
― From rearranging and examination of kana characters education theory after the World War Ⅱ ―

Yuki Nagaoka

Abstract: A purpose of this paper is to clarify kana characters educational philosophy in 
the early stages of elementary school.　At first, I confirmed the positioning of kana 
characters education in the course of study of the elementary school.　Next, I examined 
kana characters education theory after the World War II from the viewpoint of kana 
characters educational philosophy.　As a result, the following became clear.　There was 
kana characters educational philosophy to relate characters to what a child experienced 
from after the world war II until the fi rst half of 1970’s.　In addition, the policy to be able 
to read and write a kana character through language activity was consistent.　However, 
kana characters educational philosophy that put an important point in noticing relations 
with a syllable and the letter, and noticing a notation system was gradually formed from 
the latter half of 1970’s.　And kana characters education was placed as a premise for 
language activity.
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１．研究の目的

　戦後のかな文字教育論は，主に，戦後直後 CIE の
指導下で導入された一字ずつではなく語のまとまりと
してかな文字を指導する「語形法」と，音韻体系，書
記体系をもとに一字ずつかな文字を指導する「音声法」
という二つの方法を軸としながら1），どちらの方法で
指導する方がかな文字を確実に読み書きできるように
なるのかという観点から議論されてきた。
　しかしながら，指導法をめぐる議論においてかな文
字教育を行うための様々な方法が提案されてきたにも
関わらず，それらはともすればかな文字を一字一字読
み書きできるようにするという目標に収束してしま
い，かな文字教育は何のために行うのかというかな文
字教育観が十分に問われないまま現在に至っているの

ではないだろうか。
　さらに近年，幼児教育との連関が求められているが，
上述のように小学校入門期におけるかな文字教育観は
かな文字教育研究の中で不明瞭なままであるため，幼
児教育と入門期のかな文字教育とをどのように関連さ
せて構想していくことができるのかという手がかりが
得られない恐れがある。
　したがって，今後のかな文字教育を構想していくた
めには，かな文字教育観の推移を跡づける研究が必要
である。その研究の足場となるのは，戦後のかな文字
教育の指針ともなっている学習指導要領の変遷をたど
り，目標と指導指針を確認することと，戦後のかな文
字教育論をかな文字教育観という視点から検討してい
くことであると考える。
　そこで，本稿では，昭和22年版から平成20年版まで
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の小学校学習指導要領におけるかな文字教育の位置づ
けを確認した上で，戦後のかな文字教育論を整理・検
討することを通して，小学校入門期におけるかな文字
教育観の一端を明らかにしていきたい。

２．小学校学習指導要領における
かな文字教育の位置づけ

　小学校学習指導要領では，入門期におけるかな文字
教育はどのように位置づけられてきたのだろうか。
2.1．学習指導要領における目標の変遷
　以下に示すのは，第１学年の目標のなかでもかな文
字教育に関わる項目2）を抜粋したものである。

【昭和22年版（試案）】
第二節　国語科学習指導の目標
三　すらすらと読んだり書いたりできるようにする。
（二）生活に必要な文字（ひらがな・かたかな・漢字・
ローマ字）や，かなづかいになれさせる。
【昭和26年版（試案）】
第四節　小学校における国語科学習指導の目標は何か
［読むこと］
　11　日常生活に必要な文字を読むことができる。
［書くこと］
　15　日常生活に必要な文字を書くことができる。
【昭和33年版】
第２　２　内容
Ｂ　以上の聞くこと，話すこと，読むこと，書くこと
にわたって，ことばに関する次のような事項を指導する。
（2）ひらがなを読み，また，書くこと。
（3）かたかなの一部を読むこと。
【昭和43年版】
第２　２　内容
Ｂ　読むこと
（2）（1）の指導と関連させて，ことばに関する次の事
項について指導する。
ア　ひらがなを読むこと。
イ　かたかなのだいたいを読むこと。
Ｃ　書くこと
（2）（1）の指導と関連させて，ことばに関する次の事
項について指導する。
ア　ひらがなを書くこと。
イ　かたかなのだいたいを書くこと。
ウ　長音，拗（よう）音，促音，撥（はつ）音などの
表記ができ，また，助詞の「は」，「へ」，「を」を文の
なかで正しく書くようにすること。

【昭和52年版】
第２　２　内容　〔言語事項〕（1）
ウ　平仮名を読み，また，書くこと。
エ　片仮名の大体を読み，また，書くとともに，片仮
名で書く語に注意すること。
キ　長音，拗音（ようおん），促音，撥音（はつおん）
などの表記ができ，また，助詞の「は」，「へ」及び「を」
を文の中で正しく使うようにすること。
【平成元年版】
第２　２　内容　〔言語事項〕（1）
イ　文字に関する事項
（ア）平仮名を読み，また，書くこと。
（イ）片仮名の大体を読み，また，書くとともに，片
仮名で書く語に注意すること。
ウ　表記に関する事項
（ア）長音，拗（よう）音，促音，撥（はつ）音など
の表記ができ，また，助詞の「は」，「へ」及び「を」
を文の中で正しく使うようにすること。
【平成10年版】
第２　２　内容　〔言語事項〕（1）
イ　文字に関する事項
（ア）平仮名及び片仮名を読み，書くこと。また，片
仮名で書く語を文や文章の中で使うこと。
ウ　表記に関する事項
（ア）長音，拗（よう）音，促音，撥（はつ）音など
の表記ができ，助詞の「は」，「へ」及び「を」を文の
中で正しく使うこと。
【平成20年版】
［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］
イ　言葉の特徴やきまりに関する事項
言葉の働きや特徴に関する事項
（イ）音節と文字との関係や，アクセントによる語の
意味の違いなどに気付くこと。
（エ）長音，拗音，促音，撥音などの表記ができ，助
詞の「は」「へ」及び「を」を文の中で正しく使うこと。
ウ　文字に関する事項
（ア）平仮名及び片仮名を読み，書くこと。また，片
仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中で使うこと。

　このように，学習指導要領におけるかな文字教育の
目標の変遷をたどってみると，かな文字教育の位置づ
けが以下の２点において大きく推移していることがわ
かる。
① 昭和22年版・昭和26年版では「生活（日常生活）に
必要な文字」を読み書きできることが目標に据えら
れていたが，昭和33年からは「平仮名を読み」「書
くこと」という目標になったこと。
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② 昭和43年版から，「長音，拗音，促音，撥音などの
表記ができ」という文言があるように，表記に関わ
る項目が位置づけられていること。それに加えて，
平成20年度からは「音節と文字との関係」に気付く
ことが位置づけられたこと。
　以下，この２点に分けて，学習指導要領におけるか
な文字教育の位置づけについて検討していきたい。
2.2． 「生活に必要な文字」の習得と言語活動の基礎力

育成のためのかな文字教育
　学習指導要領の変遷における一点目の特徴は，昭和
22年版や昭和26年版では「生活（日常生活）に必要な
文字」を読み書きすることができることが目標に据え
られていたが，昭和33年からは「平仮名を読み」「書
くこと」という目標になったことである。
　特に昭和26年版の第三章第三節「国語能力表」には，
「自分の名前が読める。」「自分の名まえを書くことが
できる。」という項目や，「自分の経験と文字とを結び
つけることができる。」という項目が設定されている。
このことからも，子どもが生活のなかで実感を伴いな
がら文字を習得していけるようにすることがねらいと
して掲げられていることがわかる。
　一方，昭和33年版からは「生活」という文言はなく
なり，「ひらがなを読み，また，書くこと。」という文
言が「ことばに関する事項」に明記された。この「こ
とばに関する事項」の設定については，指導書に次の
ように示されている。
　言語の要素としてあげることのできる発音，文字，
表記，語句，文・文章の組み立てなどは，聞くこと，
話すこと，読むこと，書くことの基礎となるもので
あるから，四つのうちどれかに所属するというより，
いくつかに共通することが多い。したがって，これ
を「ことばに関する事項」として，学年ごとにひと
まとめに示してある。有機的，総合的な学習では，
とかく言語要素の指導がなおざりにされるおそれが
ある。学年ごとにまとめて出すことによって，おさ
えなければならない点をはっきりさせ，国語の基礎
的な能力の養成に落ちがないようにしてある。3）

　この文言から，かな文字を読み書きすることは「聞
くこと，話すこと，読むこと，書くことの基礎となる
もの」，「国語の基礎的な能力」として位置づけられて
いることがわかる。つまり，「生活に必要」であるか
らというよりは，言語活動の基礎力として必要である
からかな文字を習得することが求められるようになっ
たのである。
　さらに，昭和26年版までかな文字教育は総合的な学
習として位置づいていたが，「有機的，総合的な学習
では，とかく言語要素の指導がなおざりにされるおそ

れ」があったために，「ことばに関する事項」として
取り出して位置づけられたという経緯がみてとれる。
ただし，これは他の言語活動と切り離してかな文字教
育を行うようにするということではない。
　ことばに関する事項は，聞き，話し，読み，書く
活動の中に含めて指導するのを原則とする。しかし，
発音や文字のように，くり返して練習させる必要の
あるものは，国語の総合的な学習の中で取り扱うと
ともに，特に計画的な練習をさせる場合も認められ
る。これらの繰り返し練習においても，ことばの表
現または理解をいっそう確実なものとするための練
習であって，個々の発音や文字を孤立させて機械的
に練習させるべきではない。4）

　上記の指摘には，「総合的な学習」に加えて「計画
的な練習をさせる場合も認められる」としたうえで，
「個々の発音や文字を孤立させて機械的に練習させる
べきではない」という指導上の留意点が示されてい
る。これは，昭和22年版学習指導要領に記された「入
門期においては，文をことばとして読ませ，一字一字
読ませることは避ける。」という文言と通じるもので
ある。つまり，一字一字のかな文字を読み書きできる
ようにすることが目標なのではなく，あくまでも言語
活動を通して語や文の構成要素としてのかな文字が読
み書きできるようにすることをねらいとしているので
ある。
　このような言語活動の基礎力育成としてのかな文字
教育という位置づけや，言語活動を通してかな文字を
習得させていくという方針は，その後現在に至るまで
貫かれている。その一方で，生活に必要な文字を習得
させるためのかな文字教育という位置づけは，学習指
導要領からは影をひそめていく。
2.3． 表記体系への気付きと音節と文字との関係への

気付きを促すためのかな文字教育
　二点目の特徴は，昭和43年版から「長音，拗音，促
音，撥音などの表記ができ」という文言があるように，
表記に関わる項目が明記されていることである5）。た
だし，指導書には「ここで注意しなければならないの
は，表記的な事項には定まったきまりがあるので，そ
の法則性を重視するあまり，いたずらに機械的練習に
はしることがないようにしなければならないことであ
る。」6）と指導上の留意点が示されている。つまり，あ
くまでも言語活動を通してその法則性に気づくことが
重要視されているのである。「ことばに関する事項」
にかわって「言語事項」が新設された昭和52年版の指
導書にも，以下のように同様の指摘がある。
　平仮名，片仮名を語として表記する場合，長音，
拗音，促音，撥音などの表記が正しく書けるように



長岡　由記

― 174 ―

指導するのであるが，語や文として読み書きする学
習の積み重ねの中で，その法則に気付き，次第に身
に付けていくようにさせることが必要であろう。7）

　さらに，平成20年版では「言葉の特徴やきまりに関
する事項」が設けられ，「音節と文字との関係」に気
付くことが明記されている。解説書には，「平仮名や
片仮名は拗音の表記などを除けば，一文字が一音節
（拍）に対応する文字である。漢字はそのような表音
文字ではなく，個々の文字が音と意味とを備えてい
る。この段階では，平仮名，カタカナ，漢字のそれぞ
れの文字体系の特徴に気付かせるようにし，中学年（1）
イの『（イ）漢字と仮名を用いた表記などに関心をも
つこと。』へと円滑につながるように指導することが
重要である。」8）と記されている。また，「発音に関す
る指導と関連させるとともに，各領域における学習の
積み重ねの中で，次第にその規則性に気付き，身に付け
ていくことができるようにする。」9）と言及されている。
　このことは，かな文字の特質や表記体系へ気付きを
促すための教育としてかな文字教育が位置づけられて
いったことを意味している。
2.4．まとめ
　学習指導要領および指導書，解説書をもとにかな文
字教育の位置づけについて検討することを通して，昭
和20年代には生活に必要な文字を読み書きできるよう
にすることをねらいとして位置づけられていたかな文
字教育は，後に言語活動の基礎力としてかな文字を読
み書きできるようにすることをねらいとした教育とし
て位置づけられていったことがみえてきた。また，か
な文字の特質や表記体系に対する気付きを促すことも
かな文字教育の目標として位置づけられていったこと
が確認できた。

３．小学校入門期におけるかな文字
教育観の検討　　　　　　

　では，これまでみてきたような①生活に必要な文字
習得のためのかな文字教育という位置づけが明示され
なくなったこと，②音節と文字との関係に気付くこと，
表記体系に気付くことという指導内容が位置づけられ
たこと，という学習指導要領上の二つの特徴は，戦後
のかな文字教育論の展開とどのように関連しているの
だろうか。また，戦後のかな文字教育論をみたとき，
かな文字教育観の諸相はどのように捉えることができ
るのだろうか。
　以下，次の２点から戦後のかな文字教育論を検討し，
かな文字教育観の一端について明らかにしていきたい。
（1）生活に必要な文字が読み書きできるようになること

（2） 音節と文字との関係に気付くこと，表記体系に気
付くこと

3.1． 生活に必要な文字が読み書きできるようになる
ことを重視したかな文字教育観

　昭和20年代から30年代にかけて，児童の生活を主眼
においたかな文字教育論が台頭した。
　その顕著なものとして，石森延男（1949）のかな文
字教育論がある。石森は，小学校入門期に活用する「入
門準備書」『まことさんはなこさん』10）を編集し，そ
の内容について次のように記している。
　「まことさん，はなこさん」は――こんなことで，
きわめて，平凡な，どこの子どもでも経験するよう
な一日の生活を，わかりやすい絵と文とによって場
面々々にくぎつて，まとめたものとなりました。11）

　石森は，子どもの日常生活を題材とした教材を作成
し，日常生活において用いられることばを提示するこ
とによって，子どもたちに文字を習得させようとして
いる。それは，次の発言からもみてとれる。
　本書のように，同じ文字を何度もくりかえしたの
を見て，こどもはしぜんに，ことばと文字を結びつ
けておぼえていくとともに，一字一字の発音もおぼ
えこんでいく。少しずつ黙読と音読ができるように
なる。／絵を見ていろいろ話したり，子どもの経験
をもとにして話をしたりしているうちに，ここに書
かれてある文字が，どんなことばを写したものであ
るかが，子どもたちにわかつていく。12）

　このように，石森は，子どもの生活を題材とした教
科書を活用することを通して「ことばと文字を結びつ
けて覚えていく」ことをねらいとしたかな文字教育論
を構想している。生活と密接しているからこそ，文字
による表現をより身近なことばと結びついたものとし
て捉えられるようになることが期待できるだろう。ま
た，一字ずつ提示して指導しようとはしなかった背景
には，ことばと文字による表現とを結びつけることを
通して子どもは自然に一字ずつのかな文字を覚えてい
くという考え方があった。
　さらに，石森は「口でしゃべる「ことば」は，これ
を「文字」というものに，おきかえることのできるこ
ともわかり，「文」は「ことば」と同じ働きをするも
のであることも，しぜんに理解するでしょう。」13）と
述べている。この発言から明らかなように，日常生活
で話す音声が文字によってあらわされていることに気
づくことも指導内容として位置づけている。
　このような石森のかな文字教育論は，生活のなかで
文字がどのような機能を果たしているのかという子ど
もにとっての文字の「価値や必要」が実感できるよう
にし，子どもが話したり聞いたり見たりするであろう
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ことばと文字による表現とを結びつけることを通して
かな文字を習得できるようにすることを念頭においた
ものであった。
　石森と同様に，ことばと文字による表現とを結びつ
けられるようにすることを重視したかな文字教育論と
して，増田三良（1956）のかな文字教育論がある。増
田は，かな文字教育に対する考え方を次のように表明
している。
　文字を学習（習得）するには，ある事物や事態と
無関係に，一つ一つの文字をばらばらに抽象的に学
習するわけではない。なぜならば，前述したように，
文字はことばの符号であるからである。ことばを表
記するための符号（道具）である。そのため，文字
を読むことは，ことばを読むことであり，文字を書
くことは，ことばを書こうとするときの行動である。
　新しい文字学習では，前述のように，その文字が
ことばを表わす符号として，また，そのことばが，
ある場や文脈を象徴するものとして，学習させるべ
きである。14）

　ここには，石森と同様に子どもの経験を大切にし，
その経験を手がかりとして「ことばを表わす符号」で
ある文字を習得させるというかな文字教育観が示され
ている。「ことばを表わす符号」だからこそ，「一つ一
つの文字をばらばらに抽象的に学習するわけではな
い」と考えているのである15）。同様に，新居田正徳
（1954）も，文字教育の段階を「①ことばと文字が結
びつく段階②１字１字が読める段階③ことばとして文
字が読める段階」16）の三段階で示し，ことばと文字に
よる表現とを結びつけることを重視したかな文字教育
論を展開している一人である。
　これらのかな文字教育論は，子どもの生活や経験に
即して入門期の学習を構築し，その一環としてかな文
字教育を位置づけ，ことばと結びついたものとして文
字という言語手段を習得できるようにするというかな
文字教育観に立っていたといえるだろう。
　このような教育観を土台としたかな文字教育論は，
2.2．において取り上げたように，学習指導要領から「生
活に必要な」という文言が削除された昭和33年以降に
おいてもみられる。
　たとえば，中沢政雄（1965）は「言語経験をするの
に必要な機能的な語を経験の中で，場面の中で，語と
して学習することによって，すでに文字を知っている
児童と，文字を知らない児童とをいっしょに学習させ
ることが可能になる」と指摘した上で，「ことば読み
から文字学習へ」というように，「ことばを文字によっ
て分ける，つまり，音節や文字を認知し，分析するよ
うに指導する」17）というかな文字教育論を構築してい

る。また，三木就（1970）も，「意味理解→字型提示
→読み方指導」という手順を提示し，「例えば「やま」
（山）という文字を指導する場合にいろいろなヒント
を与えて「やま」の本質を理解させ，そのあとで，文
字カードを提示して，「やま」と読むことを説明し，
最後に生活化するのである」18）と指摘している。
　つまり，一字ずつ分解する指導を位置づけるか否か
という指導法上の差異を越えて，中沢や三木の教育論
からも生活や経験を土台としてかな文字を習得させて
いこうというかな文字教育観がみてとれるのである。
　しかし，このような子どもの生活や経験を重視した
かな文字教育観にたった指導法は，一字ずつ系統的に
教えるのではなく「語」や「文」といった意味をになっ
た単位を主軸に据えた指導法であったという点におい
て教育科学研究会・国語部会を中心とする多くの論
者19）から「語形法」として批判される。そして，こ
の「語形法」と称されるかな文字教育の指導法を支え
ている「ことばとして読む」というかな文字教育観は，
後のかな文字教育論には十分に継承されてはいかな
かったと考えられる。
　たとえば，福沢周亮（1976）は「語形法」について
のインタビューにおいて次のように発言している。
語形法の是非
－文字の指導法に「語形法」という方法があります
が，これについてどのようにお考えですか。
福沢　これは，「あ」とか「い」とかのように，一
字一字を独立させて提出するのでなく，「あめ」と
か「いぬ」のように，ことばとしてまとめて提出す
る方法です。「あめ」や「いぬ」がつくる全体の形
に注意させるのがねらいですね20）。ことばとしての
読みを確保しようというわけです。（中略）／もっと
も，この方法は我が国に登場するときから，もう問
題になっているのですね。（国語教育講座編集委員
会一九五一）第二次世界大戦後，アメリカから入っ
てきたわけですが，入る段階で抵抗があったので
す。つまり，日本語には向かないのじゃないかといっ
た批判です。ですから，日本が，というより文部省
がでしょうが，さっさと取り入れたわけではなく，
いわば押し切られた形なんですね。だから『学習指
導要領』なんかも，昭和二〇年代では語形法的色彩
が強いんですが，三〇年代以後はかなり消えている
でしょう。参考までにちょっと見ますと，昭和二六
年改訂版（文部省　一九五一）の中には「入門期に
おいては，文をことばとして読ませ，一字一字読ま
せることは避ける」とあります。それが昭和三三年
一〇月一日施行版（文部省　一九五八）では，「拾
い読みでなく，語や文として読むこと」になってい
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ますね。この後者は，「読み」としてはいわば当然
のことで，どのような指導方法をとるにせよ，こう
した読みを生み出すようでなければいけないでしょ
う。つまり，必ずしも，語形法との直結を考えなく
てもいいように思うのです。／もちろん，語形法を
主張する根拠は“ことばとしての読み”ですから，
三三年版の背景にもこの考え方があるといえばいえ
ないこともないのですが，私は，語形法が入ってき
たときの事情やその後の動きから判断して，この考
え方はそれほど定着しなかったと思っています。21）

　上記の発言から，指導法に対する否定的な見方が影
響し，「ことばとして読む」というかな文字教育観は
かな文字教育を支える主流の考え方としては位置づか
なかったことが推測できる。
3.2． 音節と文字との関係に気付くこと，表記体系に

気付くことを重視したかな文字教育観
　昭和33年版の学習指導要領から「生活に必要な」と
いう文言が削除されたときと期を同じくして，意味を
担った単位である「語」や「文」を用い，「一字一字
読ませることは避ける」というかな文字教育論は，昭
和30年代以後には衰退していく22）。対照的に，語や文
ではなく「文字」を指導上の単位としたかな文字教育
論が台頭する。なかでも，文字と音との対応関係に気
づくことを重視した奥田靖雄をはじめとする教育科学
研究会・国語部会のかな文字教育論は，その後のかな
文字教育観に大きな影響を与えた。
　たとえば，1973年８月１日，児童言語研究会の菱沼
太郎・小松善之助・小林喜三男，益子広則を中心とし，
当時発行されていた検定教科書の編集（編修）者らを
招いて行われた座談会（「国語教科書編集の良心と隘
路」において，東京書籍株式会社小学校国語編集課長
の野末は，次のような見解を示している。
野末　いろいろあるんですが，ひとつ入門期の問題
で，国語教育にはいろいろな団体があるんですけれ
ども，入門期の問題にほんとうにとりくんでおられ
る団体が少ないんじゃないかという気がするんで
す。（中略）／入門期の文字指導については明星学園
で，ひとつの体系的なものを提出されているわけで
すけれども，特に児言研などでそっちのほうの研究
も進めていただければと思います。23）

　この野末の発言から，当時，教育科学研究会国語部
会によるかな文字教育論が影響力をもっていたことが
わかる。その一方で，教科書編集に大きな影響を与え
るような教育論が他には打ち出されてはいなかったこ
とも推察できる。柴田義松（1967）は当時の「国語教
育の現状」について，「教育科学研究会国語部会によ
る最近の研究と実践をのぞいて，日本の学校における

国語教育の大勢は，日本語にかんする科学的研究の成
果に基づいて日本語を体系的に教えるという観点を
失っている」24）と述べている。
　このように，1970年代前半までは，教科書教材を用
いたかな文字教育は系統的な文字指導といえるもので
はなく，入門期のかな文字教育の指針となるようなか
な文字教育論も打ち出されてはいなかった。そして，
1970年代後半になると教育科学研究会国語部会の影響
を少なからず受けたと考えられる変化が，学習指導要
領および教科書教材にみられるようになる。この変化
を，深川明子（1987）は次のように指摘している。
　昭和五二年，学習指導要領が改訂され，言語の教
育の重要性が強調された。教科研国語部会をはじめ
とする民間教育団体が，仮名文字の体系的指導の必
要性を強調し，実践を積み重ねてきた実績の成果と
評価してもよいだろう。それは，教科書の編集にも
影響を与えた。単語提出という方法には変化がない
が，その提出順序には科学的な整理が行われた。25）

　そして，深川は「提出順序には科学的な整理が行わ
れた」教科書を使用することによって「懸案であった
長音・拗音・助詞などの習得率も高くなった」26）と評
価している。さらに，昭和55年版の「N社」と「M社」
の教科書27）教材の比較検討を行い，次のように評価
している。
　二社を比較してみると，指導の重点の置き方に多
少の差異が見られる（中略）ものの，前述したひら
がなの指導内容は網羅されていると言えよう。また，
清音から濁音への移行や，長音の指導においても原
則を理解させた上で例外指導に入るなど，言語の体
系や指導の系統性を考慮して編集されていると言え
る。細部では問題があるとは言え，歴史的に眺めて
みると，体系的に整理されてきた点を評価すべきで
あろう。28）

　これらの発言から，深川は「懸案であった長音・拗
音・助詞などの習得率も高くなった」という点におい
て，「言語の体系や指導の系統性」が考慮された教科
書を高く評価していることがわかる。深川と同様に，
佐藤有（1981）もこのような特徴をもつ教科書を，「子
どもたちのかなもじ習得の保障という点」29）において
高く評価している。
　このように，1980年代には「清音から濁音へ」，さ
らに「原則を理解させた上で例外指導に入る」といっ
た「系統性」が意識された教科書が編纂された。
　さらに，この流れにあわせて音節と文字との関係に
気付くための手立てとなる教材も採録されるようにな
る。音節と文字との関係を捉えられるようにするため
の教材は，教科書教材に採録される前に，教育科学研
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究会国語部会が活用する教科書『にっぽんご－もじの
ほん』30）においてみられる。柴田（1967）は次のよう
に述べている。
　明星学園・国語部が奥田靖男

ママ

氏ほか教科研国語部
会に属する言語学者の協力のもとに作成した「にっ
ぽんご」の教科書は，わが国ではじめて音声式分析・
総合法31）をとりいれて編成した科学的な日本語指導
の教科書であるといえよう。この教科書のなにより
の特質は，言語・文字の指導が，その最初から音声
学や文法学の成果に基づいて系統化されていること
にある。そして言語要素の分析と総合という二つの
過程が，全指導過程を貫くように編成されている。32）

　この「音声式分析・総合法」を行う際に活用しうる
教材が，いつ頃教科書に導入されていったのかという
ことについて光村図書の小学校国語教科書を例にあげ
るならば，昭和51年検定版から，「は」→「くも」→「さ
くら」33）のように一音節から二音節，さらには三音節
へと音節数を意識した教材が採録され，この時点から
「おばあさん」34）のような文字だけでなく記号が付さ
れた教材も用いられている。そして，次の昭和54年検
定版では，先の長音節に対応した記号に加えて「きつ

4 4

ね
4

」35）のような傍点も付されるようになった。この特
徴は，昭和60年検定版になるとさらに顕著になる。「お

4

とう
4 4

さん
4 4

」36）のように，長音節に対応する記号「―」
と拍（もしくは文字）に対応する記号「・」が両方用
いられるようになっているのである。このように，音
節分解・抽出の能力を育成するときに活用できる教材
も，教科書に採録されるようになる。
　以上のことから，音節と文字との関係に気付くこと，
表記体系に気付くことを促すことをかな文字教育に位
置づけていくべきであるというかな文字教育観がしだ
いに形成されていったことがわかる。
　ただし，指導法として，教育科学研究会国語部会の
かな文字教育論がそのまま教科書教材を活用したかな
文字教育に導入されたわけではない。系統的な文字提
出を行い，取り立て指導としてもかな文字教育が位置
づけられてはいるが，あくまでも学習指導要領の通り，
言語活動を通してかな文字を習得させていくという基
本方針は貫かれている。

４．結　語

　本稿では，戦後におけるかな文字教育観の推移を跡
づける研究の足場として，小学校学習指導要領におけ
るかな文字教育の目標を取り上げた上で，小学校入門
期におけるかな文字教育観について検討してきた。
　その結果，戦後から1970年代前半にかけては，子ど

もの生活を重視し，経験を通して子どもひとりひとり
が文字の機能や必要性を実感できるようにすることを
ねらいとしたうえで，ことばと文字とを結びつけるこ
とによって子どもがしぜんとかな文字を読み書きでき
るようにしていくというかな文字教育観があったこと
が明らかとなった。しかし，このかな文字教育観は指
導法に対する批判の影響をうけ，主軸となる教育観に
はなってはいない。特に，系統的なかな文字教育の必
要性が認められた1970年代後半は，音節と文字との関
係に気付くこと，表記体系に気付くことを促すことを
かな文字教育に位置づけていくべきであるというかな
文字教育観が形成されていき，言語活動を通してかな
文字を習得していくというかな文字指導の方針も前面
にでてこなくなる。
　このようにみてみると，学習指導要領上では，かな
文字教育は言語活動を通して身につけていくという位
置づけであるが，それを支えるかな文字教育観は，子
どもの生活との関連性よりも，表記体系にしたがった
かな文字教育を重視したものが主体となっているよう
に思われる。つまり，言語活動にわたって，言語活動
を通して身につけていくはずのかな文字が，かな文字
を習得することによって言語活動を成り立たせるとい
うように，活動の前提として位置づけられてしまった
のではないだろうか。その一方で，言語活動さえすれ
ば子どもはことばと文字による表現とを結びつけてい
くことができるのかという点にも疑問が残る。
　これからのかな文字教育を構想するときの課題は，
言語活動を通して「経験と文字とを結びつける」こと
を重んじるかな文字教育観を確かなものとし，そのよ
うなかな文字教育観による具体的な指導法を構築して
いくことにあると考える。
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項の検討」『国語の授業』42号，一光社，p.56
30）明星学園・国語部（1969）『にっぽんご１　もじ
のほん』むぎ書房
31）柴田（1967），p.164：まず文から単語をとりだし，
単語を音節にまで分析する。つぎに音節の特質に基
づいて文字を学び，単語を文字で書き，単語で文を
つくる。このようにコトバを，それを構成する音に
まで分析したうえで文字・発音・文法の初歩を教え
る文字指導の体系を「音声法」とよぶが，ソビエト
では，これを「音声式分析・総合法」ともよんでいる。
32）柴田（1967），p.167
33）『しょうがくしんこくご一ねん上』光村図書，昭
和51年検定版，p.15
34）『しょうがくしんこくご一ねん上』光村図書，昭
和51年検定版，p.23
35）『こくご一上かざぐるま』光村図書，昭和54年検
定版，p.19
36）『こくご一上かざぐるま』光村図書，昭和60年検
定版，p.34

（主任指導教員　山元隆春）
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